
序
章

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19）
の
猛
威
は
、

世
界
中
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
感
染
対
応
に
唯
一
の
答
え

が
な
い
中
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
経
済
活
動
の
維
持
な
ど
両
立

し
が
た
い
問
題
の
解
消
の
方
向
性
を
世
界
各
国
が
模
索
し
て
い
る
。

日
本
は
、
二
月
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
」
へ
の
対
応
や
国
際
的
に
見
て
非
常
に
少
な
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数

な
ど
で
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
世
界
の
注
目
を
集
め

て
き
た

（
１
）

�

（
３
）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
日
本
と
世
界
に

お
け
る
対
応
を
検
証
し
、
日
本
の
一
連
の
対
応
が
ミ
ラ
ク
ル
と
称

す
べ
き
秀
で
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
と

称
す
べ
き
悲
劇
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
検
証
に

よ
り
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
も
し
く
は
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
の
背

後
に
あ
っ
た
機
構
と
そ
の
機
能
の
望
ま
し
い
あ
り
方
の
探
究
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

検
証
は
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
対
す
る
一
連
の
対
応
を
、

欧
米
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
地
域
の
主
要
な
国
々
の
対
応

と
比
較
し
て
行
う
。
本
稿
で
検
証
す
る
観
点
は
三
つ
あ
り
、
第
一

に
感
染
者
数
や
死
者
数
、
第
二
に
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
、
第
三
に

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19対
応
へ
の
専
門
家
の
関
与
に
つ
い
て
で
あ
る
。

検
証
に
用
い
る
資
料
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
対
応
に
関
連
し
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山
梨
大
学
学
長
島
田
眞
路

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
特
任
教
授
荒
神
裕
之

日
本
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
世
界
で
の
実
力

特
集
＝
コ
ロ
ナ
は
世
界
と
安
倍
後
の
日
本
を
ど
う
変
え
る
の
か



て
広
く
公
表
さ
れ
て
い
る
公
的
資
料
を
中
心
と
し
、
次
の
も
の
が

含
ま
れ
る
。
厚
生
労
働
省
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る
公
表
資

料
を
は
じ
め
と
す
る
官
公
庁
の
公
表
資
料
、
世
界
保
健
機
関

（
W

o
rld

H
ea

lth
O
rg

a
n
iza

tio
n

�Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な
ど
国
際
機
関
が
公
表

す
る
資
料
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
U
n
iv
ersity

o
f
O
x
fo
rd
）

や
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
（
Jo

h
n
s
H
o
p
k
in
s
U
n
iv
ersity

）、

東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
が
公
表
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
蔓

延
状
況
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
関
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
資

料
と
研
究
者
ら
の
論
文
、
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
が
山
梨
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
お
い
て
経
験
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
�19へ

の
対
応
に
関

連
し
て
す
で
に
公
刊
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
次
の
順
序
で
議
論
を
進
め
る
。
第
一
章
で
は
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
関
連
し
た
感
染
者
数
と
死
亡
者
数
」
と
題
し
、

今
回
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
世
界
各
国
か
ら
報
告
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
と
死
亡
者
数
を
示
し
、
日
本
の
感
染

蔓
延
状
況
に
つ
い
て
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
」
と
ま
で
評

さ
れ
た
背
景
と
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
真
実
は
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
と
評
す
べ
き
実
態
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
一
章
で
の
論
証
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
感
染
症
対
策
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
感
染
者

数
と
死
亡
者
数
の
評
価
を
行
う
こ
と
が
、
こ
の
章
の
主
な
目
的
で

あ
る
。

第
二
章
で
は
、
「
日
本
と
世
界
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
」
と
題

し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
診
断
法
と
し
て
世
界
中
で
主
軸
と
な
っ

て
い
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム

�

ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
（
Ｒ
Ｔ

�

Ｐ
Ｃ
Ｒ
）

検
査
数
の
国
際
比
較
を
行
う
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
検
査

手
法
と
し
て
新
た
に
開
発
が
進
む
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
や
抗
体
検

査
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
こ
れ
ら
第
二
章
で
の
論
証

を
通
じ
て
、
世
界
と
比
較
し
た
日
本
の
検
査
体
制
の
評
価
を
行
う

こ
と
が
、
こ
の
章
の
主
な
目
的
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19対
応
へ
の
専
門
家
の
関
与
」

と
題
し
、
日
本
で
第
一
例
の
患
者
が
報
告
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
一

月
一
六
日
以
降
、
本
稿
執
筆
の
八
月
上
旬
ま
で
の
日
本
全
体
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の
専
門
家
の
関
与
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
な
ど
で
は
な
く
、
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

と
称
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
詳
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で

の
論
証
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
日
本

の
病
巣
に
関
し
て
、
著
者
ら
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

終
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
三
章
の
論
証
を
踏
ま
え
て
、
今
後
に

向
け
た
変
革
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
感
染
収
束
が
見
込
ま

れ
る
の
が
最
長
で
二
〇
二
二
年
に
ま
で
至
る
と
の
声
も
あ
る
中
で
、
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襲
い
来
る
次
な
る
感
染
の
波
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
方
策
を

探
る
。

第
一
章

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

��に
関
連
し
た
感
染
者
数
と
死
亡
者
数

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
関
し
て

日
々
更
新
、
公
表
し
て
い
る
情
報
（
C
O
V
ID

�19
D
a
sh
b
o
a
rd
b
y

th
e
C
en
ter
fo
r
S
y
stem

s
S
cien
ce
a
n
d
E
n
g
in
eerin

g
（
C
S
S
）
a
t

Jo
h
n
s
H
o
p
k
in
s
U
n
iv
ersity

（
JH
U

（
４
）））
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年

八
月
二
八
日
現
在
、
全
世
界
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19患
者
数
は
二
四

〇
〇
万
人
を
超
過
し
、
死
亡
者
数
も
八
二
万
人
を
超
過
し
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19患
者
の
約
二
五
％
を
世
界
で
最
も
患
者
数
が
多
い

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
占
め
、
次
い
で
患
者
数
が
多
い
ブ
ラ
ジ
ル
と

合
わ
せ
る
と
、
約
四
〇
％
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
日
々

更
新
さ
れ
る
世
界
保
健
機
関
（
W
o
rld
H
ea
lth
O
rg
a
n
iza
tio
n

�Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
情
報
（
W
H
O
C
o
ro
n
a
v
iru
s
D
isea
se（
C
O
V
ID

�19）
D
a
sh
-

b
o
a
rd （
５
））
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
地
域
が
全
体
の
五
三
・
〇
％
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
が
一
七
・
一
％
で
あ
り
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

�19患
者
の
約
七
〇
％
が
欧
米
地
域
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
や
中
国
な
ど
三
七
カ
国
が
含
ま
れ
る
西
太
平
洋
地
域

は
、
わ
ず
か
二
・
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
世
界
の
感
染
ま
ん
延
状
況

に
地
域
ご
と
の
特
性
が
現
れ
て
い
る
。

死
亡
者
数
に
つ
い
て
も
、
世
界
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
ア
メ

リ
カ
地
域
が
五
四
・
九
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
が
二
六
・
五
％
で

あ
り
、
欧
米
地
域
で
八
〇
％
超
を
占
め
る
一
方
、
日
本
を
含
む
西

太
平
洋
地
域
は
、
一
・
二
％
と
患
者
数
と
同
様
に
非
常
に
低
い
水

準
と
な
っ
て
お
り （
５
）、
地
域
に
よ
る
差
が
大
き
い
。

日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19患
者
数
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
八

日
現
在
、
六
万
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
死
者
数
も
一
二
二
五
人
と

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た （
６
）。
日
本
社
会
全
体
を
揺
る
が
す
か
な
り
の

患
者
数
、
死
亡
者
数
で
は
あ
る
も
の
の
、
先
に
挙
げ
た
欧
米
と
比

較
す
る
と
圧
倒
的
に
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
欧
米
と
比
較
し
て
患
者
数
、
死
者
数
が
著

し
く
寡
少
な
日
本
の
状
況
を
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
（
日

本
の
奇
跡
）」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
賞
賛
す
る
声
も
湧
き
上
が
っ

て
き
て
い
た
。
代
表
的
な
例
は
、
五
月
一
〇
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
出
口
戦
略
は （
７
）」
の

中
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
進
藤
奈
邦
子
氏
が
、

日
本
が
中
国
に
次
い
で
世
界
で
二
番
目
に
患
者
が
報
告
さ
れ
た
国

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19患
者
数
と
死
亡
者

数
が
低
く
抑
え
ら
れ
お
り
、
こ
の
状
態
は
「
ほ
ぼ
奇
跡
」
で
あ
る

と
し
、
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
」
と
称
し
た
。
進
藤
氏
は
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こ
の
主
た
る
要
因
と
し
て
、
「
仰
ぎ
見
ら
れ
る
よ

う
な
感
染
症
の
専
門
家
が
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い

る
こ
と
」
「
国
民
の
衛
生
意
識
」
と
い
う
点
を
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
、
安
倍
晋
三
首
相
も
五
月
二
五

日
の
会
見
で
「
日
本
モ
デ
ル
」
と
自
画
自
賛
し
た （
８
）。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
よ
る
感
染
者
数
、
死
亡
者

数
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
世
界
の
地
域
ご
と

の
差
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
各
国
の
人
口
が
異

な
る
た
め
、
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
を
直
接
比
較

し
て
数
の
多
寡
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
各
種
デ
ー
タ
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

人
口
一
〇
万
人
当
た
り
に
換
算
し
た
数
で
各
国
の

比
較
を
見
て
み
よ
う
。

表
１
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
が
公

表
し
て
い
る
八
月
二
日
時
点
の
感
染
者
数
、
死
亡

者
数
と
感
染
者
数
に
占
め
る
死
亡
者
の
割
合
、
人

口
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
の
主
要
先
進
七

カ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
）
と
、
東
南
ア
ジ
ア
、

西
太
平
洋
地
域
の
一
三
カ
国
、
お
よ
び
国
で
は
な

い
が
参
考
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
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表１ 国別の感染者数、死亡者数（東南アジア・西太平洋地域と主要先進国の7カ国）

（8月2日時点）

国名

Ａ．感染者

数

（人）

Ｂ．死亡者

数

（人）

死亡割合

（B/A）

（％）

死亡割合

（B/A）

（％）

人口10万人

当たりの死

亡者数

（人）

主
要
先
進
国

UnitedKingdom 305,562 46,278 0.15 15.1 69.6

Italy 247,832 35,146 0.14 14.2 58.16

US 4,620,444 154,447 0.03 3.3 47.21

France 225,198 30,268 0.13 13.4 45.18

Canada 118,523 8,986 0.08 7.6 24.25

Germany 211,005 9,154 0.04 4.3 11.04

東
南
ア
ジ
ア
・
西
大
西
洋
地
域

Indonesia 109,936 5,193 0.05 4.7 1.94

Philippines 98,232 2,039 0.02 2.1 1.91

Japan 37,804 1,012 0.03 2.7 0.8

Australia 17,269 201 0.01 1.2 0.8

Brunei 141 3 0.02 2.1 0.7

Malawi 4,186 120 0.03 2.9 0.66

Korea,South 14,366 301 0.02 2.1 0.58

Singapore 52,512 27 0.00 0.1 0.48

NewZealand 1,565 22 0.01 1.4 0.45

Malaysia 8,985 125 0.01 1.4 0.4

China 87,827 4,667 0.05 5.3 0.34

Thailand 3,312 58 0.02 1.8 0.08

Taiwan 474 7 0.02 1.5 0.03

Vietnam 590 3 0.01 0.5 0

DiamondPrincess 712 13 0.02 1.8 ―



イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
示
し
た
も

の
で
あ
る （
４
）。
ク
ル
ー
ズ
船
に
は
、
乗
客
二
六
六
六
人
、
乗
員
一
〇

四
五
人
、
合
計
三
七
一
一
人
が
乗
船
し
て
い
た
が （
９
）、
一
〇
万
人
に

は
到
底
満
た
な
い
た
め
、
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
の
デ
ー

タ
は
欠
損
し
て
い
る
。

主
要
先
進
七
カ
国
の
う
ち
、
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
が

最
も
多
い
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
六
九
・
六
〇
人
で
あ
る
。
次
い
で
イ

タ
リ
ア
が
五
八
・
一
六
人
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
四
七
・
二
一
人
、

フ
ラ
ン
ス
が
四
五
・
一
八
人
、
カ
ナ
ダ
が
二
四
・
二
五
人
、
ド
イ

ツ
が
一
一
・
〇
四
人
と
続
き
、
日
本
の
〇
・
八
〇
人
と
比
較
し
て
、

一
三
・
八
倍
か
ら
八
七
倍
ま
で
の
大
幅
な
差
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
英
国
政
府
の
首
席
科
学
顧
問
で
あ
る
パ
ト
リ
ッ

ク
・
バ
ラ
ン
ス
が
率
い
る
「
英
国
の
緊
急
事
態
に
対
す
る
科
学
的

助
言
グ
ル
ー
プ
T
h
e
U
K
・s
S
cien
tific

A
d
v
iso
ry
G
ro
u
p
fo
r

E
m
e
rg
en
cies

（
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）」
が
、
当
初
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
採

用
せ
ず
、
集
団
免
疫
を
目
指
す
方
向
性
を
示
唆
し
た
が
、
死
者
数

の
推
計
が
予
想
以
上
に
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
数
日
で
方
針
転

換
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
公
衆
衛
生
上
の
方
針
が
一
八
〇
度
転
換
す

る
事
態
に
よ
り
生
じ
た
社
会
的
隔
離
（
S
o
cia
l
d
ista
n
cin
g
）
の
遅

延
に
よ
り
最
も
不
名
誉
な
結
果
を
招
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
で
高
齢
者
を
中
心
に
感

染
者
、
死
亡
者
数
の
急
拡
大
を
生
じ
、
三
月
一
九
日
時
点
で
中
国

の
死
亡
者
数
を
超
え
る
な
ど
、
C
O
V
ID

�19
P
a
n
d
em
ic
に
よ

る
大
き
な
社
会
的
混
乱
を
来
し
た

（

�）（

�）。
感
染
者
数
の
急
増
は
、
医
療

の

�迫
を
生
じ
、
人
工
呼
吸
器
の
不
足
な
ど
対
応
能
力
の
限
界
も

影
響
し
て
死
亡
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た （

�）。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
八
月
二
八
日
現
在
で
感
染
者
、
死
亡
者

数
と
も
に
世
界
一
で
あ
り
、
感
染
者
数
は
、
七
月
二
七
日
か
ら
八

月
三
日
ま
で
の
一
週
間
で
四
四
万
人
も
増
加
し
、
死
亡
者
数
も
、

同
じ
一
週
間
で
約
八
〇
〇
〇
人
増
加
す
る
な
ど
、
感
染
収
束
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い （
４
）。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
総
長
の
遅
延
し

た
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
中
国
寄
り
の
姿
勢

を
と
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
脱
退
を
宣
言
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

強
硬
な
姿
勢
が
目
立
っ
て
い
る （

�）。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
四
月
一

六
日
に
「
O
P
E
N
IN
G
U
P
A
M
E
R
IC
A
A
G
A
IN
（
ア
メ
リ
カ
を

再
び
開

く
）」
と

題
す
る

段
階
的

緩
和
方
針
を
示
し
た
が （

�）、
ア
メ
リ

カ
国
立
ア

レ
ル
ギ
ー
・
感
染

症
研

究
所
（
N
a
tio
n
a
l
In
stitu

te
o
f

A
llerg

y
a
n
d
In
fectio

u
s
D
isea
ses

	Ｎ
Ｉ
Ａ

Ｉ
Ｄ
）
所
長
の
ア
ン

ソ

ニ
ー
・
フ

ァ
ウ

チ
氏
（
A
n
th
o
n
y
S
.
F
a
u
ci,
M
.D
.）
は
、
ア
メ
リ

カ
政
府
の
早
期
の
経
済
活
動
再
開
の
方
針
に
強
い
警
告
を
発
し
た （


）。

ち
な
み
に
日
本
の
い
わ
ゆ
る
専
門
家
の
弱
々
し
い
発
言
と
は
雲
泥

の
差
で
あ
る
。
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フ
ラ
ン
ス
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
様
に
、
三
月
上
旬

か
ら
感
染
者
数
の
急
増
に
直
面
し
、
三
月
一
七
日
か
ら
六
月
中
旬

ま
で
、
強
力
な
外
出
禁
止
措
置
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
の
実
施
を
余
儀

な
く
さ
れ
た （

�）。
六
月
中
旬
以
降
は
、
段
階
的
に
緩
和
を
開
始
し
て

い
た
が
、
七
月
下
旬
か
ら
再
び
感
染
者
の
増
加
が
始
ま
っ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る （
４
）。

カ
ナ
ダ
は
、
ト
ル
ド
ー
首
相
の
妻
が
感
染
者
と
な
り
首
相
自
身

も
一
四
日
間
の
自
己
隔
離
を
行
う
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
た （

�）。
三
月

中
旬
か
ら
米
国
を
含
む
海
外
か
ら
の
渡
航
者
の
入
国
禁
止
措
置
を

厳
し
く
実
施
し
て
お
り
、
八
月
中
旬
以
降
ま
で
の
延
長
が
決
定
し

て
い
る
。
国
内
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
旬
か
ら
開
始
さ
れ
た
移
動

制
限
が
七
月
中
旬
以
降
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
お
り
、
経
済

活
動
が
再
開
し
つ
つ
あ
る

（

�）（

�）。

ド
イ
ツ
は
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
を
経
験
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

先
進
諸
国
四
カ
国
の
中
で
は
最
も
人
口
当
た
り
の
感
染
者
数
が
少

な
く
、
ま
た
、
死
亡
者
数
の
増
加
を
大
幅
に
抑
制
し
た
点
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
優
等
生
と
称
さ
れ
て
い
る （

�）。
人
口
当
た
り
の
死
亡
者
数

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
四
分
の
一
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る （
４
）。
三
月
中

旬
か
ら
国
境
封
鎖
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
行
っ
た
こ
と
は
、
他
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
述
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
の
早
期
か
ら
の
充
実
や
高
い
医
療
水
準
な
ど
が
奏
功
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る （

�）。

以
上
の
よ
う
な
主
要
先
進
国
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
優
等
生
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
す
ら
、
日
本
の
一
三
・
八
倍
も
の

死
亡
者
数
を
数
え
て
お
り
、
日
本
の
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者

数
は
圧
倒
的
に
低
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
で
あ
る
山
中
伸
弥
教
授

は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
を
生
じ
て
い
る
要
因
を
「
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
」

と
称
し
て
、
日
本
固
有
の
未
知
の
成
功
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
て
い
る （

�）。
先
に
発
言
を
取
り
上
げ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
進
藤

氏
も
同
様
の
理
由
か
ら
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
」
と
称
し

た
と
見
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
主
張
と
は
見
解
を
異

に
し
て
い
る
。

同
じ
く
表
１
で
、
欧
米
と
東
南
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
の
国
々

を
比
較
す
る
と
、
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
の
ト
レ
ン
ド
が
、

ド
イ
ツ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
間
で
く
っ
き
り
と
分
か
れ
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
章
の
最
初
で
も
示
し
た
通
り
、
西

太
平
洋
地
域
の
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
の
全
世
界
に
占
め
る
割
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
一
・
八
％
、
一
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
お

り （
５
）、
そ
も
そ
も
の
地
域
差
が
各
国
の
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
前
提
を
抜
き
に
主
要
先
進
国
な
ど
の
経
済
的
な
枠
組
み
で

感
染
者
数
、
死
亡
者
数
を
比
較
し
て
公
衆
衛
生
施
策
等
の
優
劣
を
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論
じ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
ば
か
り
か
、
評
価
を

見
誤
る
弊
害
を
生
じ
う
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
現
在
の

死
亡
者
数
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ト
レ
ン
ド
の

異
な
る
欧
米
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
も
属
す
る
西
太
平

洋
地
域
や
、
地
理
的
近
接
性
を
有
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
比

較
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
に
つ
い
て
、
日
本
と

東
南
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
の
一
三
カ
国
を
比
較
し
て
み
る
と
、

日
本
を
上
回
る
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
二
カ
国

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
日
本
の
約
二
倍
の
一
・
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
他
の
一
一
カ
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
と
同
数
で

並
ぶ
ほ
か
は
、
そ
の
他
の
一
〇
カ
国
は
い
ず
れ
も
日
本
よ
り
低
い

死
亡
者
数
と
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
日
本
の
約
半
分
、
台

湾
は
、
日
本
の
実
に
二
〇
分
の
一
以
下
と
い
う
低
値
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
八
月
二
日
時
点
の
日
本
の
一
〇
万
人
当
た
り
の

死
亡
者
数
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
西
太
平
洋
地
域

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
勝
る
も
の
の
、
同
じ
く
西
太
平
洋
地
域
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
水
準
で
あ
り
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
中
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
国
々
よ

り
劣
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ラ
ク
ル
」

な
ど
と
形
容
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

山
中
教
授
も
、
新
た
に
「
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
フ
ァ
ク
タ
ー

Ｘ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
欧
米
諸
国
よ
り
も
死
亡
者
数
が
少

な
い
東
南
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
地
域
と
い
う
地
域
性
に
着
目
し
た

情
報
発
信
を
し
て
お
り
、
日
本
の
死
亡
者
数
が
欧
米
に
比
べ
て
少

な
い
要
因
を
日
本
固
有
と
表
現
し
て
い
た
点
を
修
正
し
て
い
る
よ

う
に
読
み
取
れ
る （

�）。
欧
米
と
東
南
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
地
域
の
死

亡
者
数
が
大
き
く
異
な
る
傾
向
が
あ
る
理
由
は
、
ま
さ
に
フ
ァ
ク

タ
ー
Ｘ
の
状
態
で
あ
り
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

す
で
に
、
こ
の
守
ら
れ
た
地
域
で
は
、
あ
る
程
度
の
集
団
免
疫
が

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
流
行
す

る
特
別
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
の
免
疫

が
あ
り
、
こ
れ
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る （

�）。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
地
域
の
中
で
の

差
異
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
政
策
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
現
時
点
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
対
す
る
治
療
薬
も
限
ら

れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
も
開
発
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
国
が
と

り
得
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
は
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

①
海

外
か
ら
の
流

入
防
止
（
国

境
封

鎖
な
ど
）、

②
国

内
で
の
感
染

防
止
（

都
市

封
鎖
な
ど
）、

③
感
染
の

診
断
（
ウ
イ
ル
ス

検
査
な
ど
）

の
大
き
く
三
つ
の
柱
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、

西
太
平
洋
地
域
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て
着
目
し
、
日
本
の
体
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制
に
つ
い
て
評
価
を
試
み
る
。

第
二
章

日
本
と
世
界
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
診
断
は
、
ウ
イ
ル
ス
同
定
目
的
に
一
般

的
に
用
い
ら
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム

�ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応

（
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
検
査
と
、
ウ
イ
ル
ス
に
特
徴
的
な
た
ん
ぱ
く
質
を

検
出
す
る
方
法
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
、
血
液
中
の
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抗
体
を
検
出
す
る
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
の
大
き
く
三

つ
に
分
か
れ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
診
断
法
と
し
て
は
、
Ｒ
Ｔ

�

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
世
界
中
で
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

抗
原
検
査
に
比
べ
て
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
く
て
も
検
出
で
き
る
た

め
確
実
性
が
高
い
こ
と
と
、
特
異
抗
体
の
検
出
ま
で
に
感
染
後
二

な
い
し
三
週
間
を
要
す
る
抗
体
検
査
と
異
な
り
、
即
時
性
が
高
い

こ
と
で
あ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
と
は
、
P
o
ly
m
era

se
C
h
a
in

R
ea

ctio
n
（
ポ
リ
メ
ラ
ー

ゼ
連
鎖
反
応
）
の
頭
文
字
で
あ
り
、
遺
伝
子
情
報
を
担
う
Ｄ
Ｎ
Ａ

（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
の
特
定
の
領
域
を
増
幅
し
て
検
出
す
る （

�）。
汎

用
性
が
高
い
手
法
で
、
医
療
で
は
癌
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究

や
診
断
、
食
品
分
野
で
の
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
検
定
や
、
親

子
鑑
定
、
犯
罪
捜
査
な
ど
幅
広
い
用
途
が
あ
る （

�）。
と
く
に
最
近
で

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
反
応
中
の
増
幅
産
物
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
と
呼
ば
れ
る

手
法
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
標
本
中
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
存

在
す
る
か
の
判
定
だ
け
で
な
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
同
じ
核
酸
で
あ
る
Ｒ

Ｎ
Ａ
の
定
量
解
析
も
可
能
と
な
っ
た （

�）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

遺
伝
子
と
し
て
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
、
少
な
い
ウ
イ
ル
ス
量
で
も
迅
速
で
高
い
精
度
の
検
出

が
可
能
で
あ
る （

�）。
も
ち
ろ
ん
、
精
度
の
高
い
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
あ
っ
て
も
、
患
者
か
ら
採
取
し
た
検
体
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス

量
が
少
な
す
ぎ
て
検
出
限
界
を
越
え
て
い
た
り
、
適
切
な
検
体
採

取
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
様
々
な
事
情
で
、
本
来
陽

性
で
あ
る
は
ず
の
検
査
の
結
果
が
陰
性
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
も
生
じ
う
る
。
検
査
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
よ
る
が
、
陽
性

と
判
定
さ
れ
る
割
合
は
最
大
で
も
約
八
〇
％
前
後
と
さ
れ
て
お
り
、

本
来
な
ら
ば
陽
性
と
判
定
さ
れ
る
患
者
が
陰
性
と
判
定
（
偽
陰
性
）

さ
れ
る
こ
と
は
、
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
臨
床
で
用
い
ら
れ
る
検

査
で
あ
る
以
上
、
不
可
避
で
あ
る （

�）。
ま
た
、
簡
易
キ
ッ
ト
で
実
施

可
能
な
抗
原
検
査
に
対
し
て
、
複
数
の
検
査
機
器
と
検
査
技
師
を

要
す
る
点
で
検
査
数
に
は
上
限
が
あ
る
。
こ
う
し
た
限
界
を
有
す

る
Ｒ
Ｔ

�Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
法
で
あ
る
が
、
よ
り
優
れ
た
代
替
法
は
存

在
し
な
い
た
め
、

現
時
点
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19検
査
の

ゴ
ー
ル
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デ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

図
１
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
関

し
て
日
々
更
新
し
て
公
表
し
て
い
る
「

O
u
r
W

o
rld

in
D
a
ta
」

を
用
い
て
描
画
し
た
東
南
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
の
一
一
カ
国

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
人
口
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
の
累
積
実
施
件
数
で

あ
る （

�）。
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
で
同
水
準
で
あ
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
比
較
可
能
な
七
月
三
〇
日
時
点
の
デ
ー
タ

で
日
本
の
一
八
・
九
倍
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
が
一
一
・
〇
倍
、
韓
国
が
三
・
五
倍
、
マ
レ
ー
シ
ア

が
三
・
四
倍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
・
五
倍
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
七
月
二
七
日
時

点
で
比
較
可
能
で
あ
り
日
本
の
一
二
・
九
倍
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
日
本
よ
り
少
な
い
の
は
、
タ
イ
が
〇
・
六
倍
、
台

湾
が
〇
・
四
倍
で
あ
る
。
な
お
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
四
月
下
旬
以
降

の
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
な

四
月
二
五
日
時
点
で
の
日
本
と
の
比
較
で
は
、
一
・
一
倍
で
ベ
ト

ナ
ム
の
ほ
う
が
若
干
多
か
っ
た
。
西
太
平
洋
地
域
で
の
日
本
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
少
な
さ
が
目
立
つ
。
日
本
よ
り
少
な
い
タ
イ
、
台

湾
の
両
国
と
も
表
１
で
示
し
た
通
り
、
患
者
数
、
死
亡
者
数
と
も

圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
よ
り
も
検
査
数
が
少
な
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
自
体
は
、
感
染
者
数
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応

じ
て
増
加
す
る
。
図
２
で
は
、
主
要
先
進
国
の
人
口
一
〇
〇
〇
人

当
た
り
の
累
積
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
推
移
を
示
す
が
、
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
除
い
て
、
主
要
五
カ
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
数
は
、
日
本
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
六
カ
国
す
べ
て
で
比

較
が
可
能
な
七
月
二
六
日
時
点
で
の
比
較
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
が
日
本
の
一
九
・
四
倍
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
六
・
三
倍
、
カ
ナ
ダ

が
一
二
・
四
倍
、
ド
イ
ツ
が
一
一
・
九
倍
、
イ
タ
リ
ア
が
八
・
一

倍
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
よ
り
多
い
。
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
各
国
の
検

査
能
力
も
大
き
く
影
響
は
し
て
い
る
が
、
感
染
蔓
延
状
況
が
大
き

く
異
な
る
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
図
１
で
検
討
し
た
東
南
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
の

比
較
で
は
、
日
本
よ
り
感
染
が
蔓
延
し
て
い
な
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ほ
う
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
三
・
四
倍
か
ら
一
二
・
九
倍
、
日
本
よ
り
多
く
実
施
し
て

お
り
、
政
策
的
な
立
場
の
違
い
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
に
如
実
に
現
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19へ
の
対
処
と
し
て
、
移
動

制
限
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
と
並
ん
で
重
要
な
の
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

よ
る
感
染
者
の
隔
離
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
で
き
る
限
り
施
行

し
、
感
染
者
を
見
つ
け
出
し
、
非
感
染
者
と
の
接
触
を
断
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
方
針
を
と
っ
た
国
は
、
い
ず
れ
も
感
染
拡
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大
の
抑
制
に
成
功
し
て
い
る
。

政
府
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19対
策
専
門
家
会
議
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
積
極
的
実
施
に
は
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
。
専
門
家
会
議
と
し
て

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
自
体
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
で
き

る
唯
一
の
検
査
法
」
と
認
め
つ
つ
も
、
「
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に

適
切
に
実
施
す
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
事
実
上
、
重
症
者

に
限
る
高
度
な
制
限
的
運
用
が
標
準
化
し
て
い
た
。
四
月
七
日
時

点
で
厚
生
労
働
省
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

の
中
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
の
判
断
に
関
し
て
、
「
渡
航
歴

や
患
者
と
の
接
触
歴
な
ど
か
ら
、
都
道
府
県
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
」
と
し
て
必
要
性
の
判
断
を
都
道
府

県
に
委
ね
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。
具
体

的
に
は
、
臨
床
医
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
を
認
め
て
帰
国
者
・

接
触
者
外
来
へ
の
相
談
を
促
し
て
も
、
軽
症
者
の
場
合
に
は
検
査

実
施
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
、
都
道
府
県

に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
者
を
重
症
者
に
限
っ
た
極
端
な
制
限
的

運
用
も
、
一
部
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
さ
い

た
ま
市
の
保
健
所
長
が
、
四
月
一
〇
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
有
無
を
調
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
選
定
に
関
し
て
「
病

院
が

�れ
る
の
が
嫌
で
（
検
査
対
象
の
選
定
を
）
厳
し
め
に
や
っ
て

い
た
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
、
三
月
上
旬
ま
で
は
地
方
衛
生
研

究
所
と
保
健
所
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
三
月
六
日
に
保
険
適
用

が
決
ま
っ
た
が
、
民
間
検
査
会
社
が
本
格
的
に
参
入
し
て
く
る
の

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
が
決
定
し
た
三
月
二
四
日
以
降
で
あ
っ
た
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
、
安
倍
首
相
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
拡
充
す
る
方

針
を
示
し
た
が
、
民
間
検
査
会
社
参
入
以
降
も
検
査
体
制
の
拡
充

は
比
較
的
緩
徐
に
進
み
、
安
倍
首
相
が
指
示
し
た
二
万
件
ま
で
の

検
査
体
制
確
保
に
は （

�）、
五
月
中
旬
ま
で
の
時
間
を
要
し
た
。
全
国

の
知
事
の
有
志
一
八
名
が
取
り
ま
と
め
た
「
感
染
拡
大
を
防
止
し

な
が
ら
一
日
も
早
く
経
済
・
社
会
活
動
を
正
常
化
し
、
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
の
緊
急
提
言 （

�）」
発
表
の
記
者
会
見
の
中
で
も
、
一
日

一
〇
万
件
と
い
う
具
体
的
な
数
字
も
上
が
っ
た
が
、
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
最
大
能
力
は
、
八
月
二
八
日
現

在
で
も
五
万
九
〇
〇
〇
件
余
に
と
ど
ま
っ
て
い
る （
６
）。

わ
れ
わ
れ
も
四
月
二
二
日
に
、
医

療
者
向

け
の

サ
イ

ト
m
3.

co
m
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
拡
充
の
た
め
の
大

学
施

設

の
活
用
を
提
言
し
た （
３
）。

そ
の
後
、
文
部
科
学
省
か
ら
全
国
の
国
立

大
学
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
の
保
有
状
況
等
の
調
査
が
実

施
さ
れ
た
の
で
期
待
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら

そ
れ
以
降
の
進
展
は
な
い
。

日
本
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
賛
成
派
、
反
対
派
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
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け
が
生
じ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
賛
成
派
の
立
場

は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
諸
外
国
に
比
べ
て
寡
少
な
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
を
大
幅
に
拡
充
す
べ
き
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
一
方
、

厚
労
省
、
専
門
家
会
議
、
日
本
感
染
症
学
会
、
日
本
環
境
感
染
学

会
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
反
対
派
の
立
場
は
い
く
ぶ
ん
複
雑
で
あ
り
、
偽

陽
性
、
偽
陰
性
な
ど
の
検
査
の
限
界
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
必
要
以
上
に
貶
め
よ
う
と
し
た
り
、
ま
だ
開
発
段
階

で
あ
っ
た
抗
原
検
査
、
抗
体
検
査
な
ど
へ
の
過
度
な
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
、
大
学
な
ど
現
実
的
に
投
入
可
能
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
資
源
の

投
入
に
際
し
て
の
難
点
を
強
調
し
た
り
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大

を
阻
止
し
た
い
と
い
う
意
図
が
透
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

拡
充
の
主
張
に
よ
り
、
他
国
に
比
べ
て
検
査
数
が
少
な
か
っ
た
要

因
が
、
日
本
の
貧
弱
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
を
直
視

さ
せ
な
い
た
め
の
、
あ
る
種
の
戦
略
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
ら
は
初
期
の
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
戦
略
の
失
敗
が
、
そ
の
後
の

長
ら
く
続
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
強
化
の
足
か
せ
と
な
り
、
第
一
波

で
の
市
中
感
染
の
蔓
延
を
く
す
ぶ
ら
せ
た
結
果
、
外
出
制
限
の
効

果
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
収
束
の
中
途
で
緊
急
事

態
宣
言
解
除
を
焦
り
、
第
二
波
の
再
燃
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
の
元
凶
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
戦
略
の
失
敗
に
あ
っ
た
。

第
三
章

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

��対
応
へ
の
専
門
家
の
関
与

日
本
政
府
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19対
応
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
一

つ
を
と
っ
て
も
相
当
な
紆
余
曲
折
の
中
で
進
ん
で
き
た
が
、
こ
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
が
持
つ
影

響
力
は
相
当
に
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
感
染
拡
大
の
初
期
に
は
、

専
門
家
会
議
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
記
者
会
見
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
頻
繁
に
行
わ
れ
、
専
門
家
が
直
接
、
国
民
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
い
た
。
安
倍
総
理
も
再
三
に
わ
た
り
「
専
門
家
の
意

見
を
踏
ま
え
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
、
専
門
家
会
議
の
意
向
を
政

策
的
に
も
最
大
限
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
二
月
一
四

日
に
設
置
さ
れ
コ
ロ
ナ
対
策
を
政
府
と
と
も
に
二
人
三
脚
で
進
め

て
き
た
よ
う
に
見
え
た
専
門
家
会
議
は （

�）、
六
月
二
四
日
に
西
村
康

稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
の
記
者
会
見
で
唐
突
に
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

廃
止
の
理
由
は
、
専
門
家
会
議
が
法
的
な
根
拠
を
欠
く
位

置
づ
け

が
不
安

定
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が （

�）、
「
あ
た
か

も
専
門
家
会
議
が
政
策
を
決
定
し
て
い
る
か
の
印
象
を
与
え
た
」

と
専
門
家
会
議
座
長
の
脇
田
隆
字
氏
が
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し

た
通
り （

�）、
政
府
を
差
し
置
い
た
専
門
家
会
議
の
前
の
め
り
の
姿
勢

が
突
然
の
廃
止
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
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廃
止
さ
れ
た
専
門
家
会
議
に
代
わ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
新
た
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会
が
設
置
さ
れ
た
。
構
成
員
は
一
八
人
で
、
専

門
家
会
議
副
座
長
だ
っ
た
尾
身
茂
・
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
理

事
長
が
分
科
会
長
に
就
任
し
た
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
従
来
の
専

門
家
会
議
か
ら
感
染
症
の
専
門
家
四
名
が
抜
け
て
、
新
た
に
一
〇

名
が
加
わ
っ
た
（

表
２
）。
新
た
な
分
科
会
は
、
専
門
家
会
議
の
メ

ン
バ
ー
を
半
数
超
、
引
き
継
い
で
い
る
が
、
外
れ
た
四
人
は
い
ず

れ
も
感
染
症
の
専
門
家
で
あ
る
。
こ
の
四
人
は
、
分
科
会
の
上
位

組
織
で
あ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
の
で
、
事
実
上
、
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
新
組

織
に
移
行
し
た
。
一
方
、
新
た
に
加
わ
っ
た
一
〇
人
の
メ
ン
バ
ー

の
中
に
感
染
症
の
専
門
家
は
一
人
だ
け
で
あ
り
、
従
来
の
専
門
家

会
議
が
感
染
症
専
門
家
に
偏
り
過
ぎ
た
結
果
、
経
済
対
策
等
が
な

お
ざ
り
に
な
っ
た
と
の
批
判
に
応
え
た
布
陣
に
見
え
る
。
と
は
い

え
、
二
つ
の
会
議
を
合
わ
せ
る
と
全
員
が
残
留
し
た
結
果
を
見
れ

ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
専
門
家
会
議
の
組
織
体
が
大
規
模
化
し
た

だ
け
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
家
会
議
の
問
題
点
を
、
専

門
家
が
感
染
症
領
域
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
に
矮
小
化
す
る
の

は
、
実
態
に
照
ら
せ
ば
あ
ま
り
フ
ェ
ア
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
に
関
す
る
大
失
態
や
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
ば
か
り
に
傾
倒
し
て

き
た
姿
勢
、
議
事
録
も
残
さ
ず
事
後
の
検
証
す
ら
容
易
で
な
く
な
っ

た
会
議
体
の
運
営
な
ど
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
挙
が
っ
て
き
た
問

題
点
を
考
え
れ
ば
、
失
敗
に
対
す
る
責
任
の
観
点
か
ら
、
新
た
な

分
科
会
か
ら
は
、
全
員
外
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
仮
に
、
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
余
人
に
代
え
が
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
専
門
家
た
る
人
材
の
育
成
を
怠
っ
て
き
た
こ
と

そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
。
も
し
く
は
、
専
門
家
た
る
人
材
は
豊

富
な
の
に
登
用
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
政
策
決
定
に
関

与
す
る
専
門
家
の
選
択
方
法
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
も

あ
る
。

専
門
家
会
議
も
分
科
会
も
、
専
門
家
の
登
用
の
プ
ロ
セ
ス
は
明

確
で
な
い
。
た
と
え
ば
感
染
拡
大
兆
候
が
続
く
中
で
強
行
さ
れ
た

「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
垣
間
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
仮
に
政
府
に
対
し
て
感
染
症
専
門
家
の
観
点
か
ら
中
止
を
直

言
し
に
く
い
状
況
が
生
じ
て
し
ま
う
専
門
家
の
選
択
方
法
な
の
で

あ
れ
ば
、
政
策
の
方
向
性
に
専
門
家
が
抵
抗
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
専
門
家
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
し
ま
う
。

御
用
学
者
と
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
な
政
策
を
裏
づ
け
す
る
だ
け
の
専

門
家
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
時
に
国
民
の
生
命
や
財
産
を
脅
か
す
こ

と
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
こ
の
点
は
、

今
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｖ

Ｉ

Ｄ

�19対
策
に

限
ら
れ
た

話
で
は
な
く
、

日
本
に

根
深
く

存
在
し
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表２ 廃止された専門家会議と新設された分科会の構成メンバーの比較

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議（12人）

構成員 所属

座長 脇田 隆字 国立感染症研究所所長

副座長 尾身 茂
独立行政法人地域医療機能推

進機構理事長

岡部 信彦 川崎市健康安全研究所所長

押谷 仁
東北大学大学院院医学系研究

科微生物分野教授

釜萢 敏
公益社団法人日本医師会常任

理事

河岡 義裕
東京大学医科学研究所感染症

国際研究センター長

川名 明彦
防衛医科大学内科学講座（感染

症・呼吸器）教授

鈴木 基
国立感染症研究所感染症疫学

センター長

舘田 一博
東邦大学微生物・感染症学講

座教授

中山ひとみ 霞ヶ関総合法律事務所弁護士

武藤 香織
東京大学医科学研究所公共政

策研究分野教授

吉田 正樹
東京慈恵会医科大学感染症制

御科教授

新型コロナウイルス感染症対策分科会（18人）

構成員（再任〇） 所属

〇会長代理

〇会長

〇

〇

〇

（有識者会議）

（有識者会議）

（有識者会議）

〇

〇

〇

（有識者会議）

石川 晴巳 ヘルスケアコミュニケーションプランナー

石田 昭浩 日本労働組合総連合会副事務局長

今村 顕史
東京都立駒込病院感染症センター長、感染

症科部長

太田 圭洋 日本医療法人協会副会長

大竹 文雄 大阪大学大学院経済学研究科教授

河本 宏子 ANA総合研究所会長

小林慶一郎 公益財団法人東京財団政策研究所研究主幹

清古 愛弓 全国保健所長会副会長

平井 伸治 鳥取県知事

南 砂
読売新聞東京本社常務取締役 調査研究本

部長



て
い
る
可
能
性
が
あ
る
問
題
点
で
あ
り
今
後
に
続
く
課
題
で
あ
る
。

新
た
な
分
科
会
は
、
構
成
員
数
が
増
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
多
角
的
な
視
点
で
物
事
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
は
、
指
導
性
を
発
揮
で
き
る
可
能
性

は
残
念
な
が
ら
低
い
。
む
し
ろ
責
任
を
取
り
た
く
な
い
政
治
家
の

隠
れ
蓑
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
専
門
家
と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
奮
起
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

終
章

変
革
の
方
向
性

第
一
章
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
に

関
し
て
、
欧
米
と
東
南
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
地
域
の
ト
レ
ン
ド
が

異
な
り
、
日
本
も
属
す
る
西
太
平
洋
地
域
の
中
で
の
日
本
の
死
亡

者
数
は
必
ず
し
も
ミ
ラ
ク
ル
と
呼
べ
る
よ
う
な
水
準
で
は
な
い
こ

と
、
第
二
章
で
は
、
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
関
し
て
、
感
染

蔓
延
初
期
か
ら
世
界
の
潮
流
か
ら
外
れ
た
寡
少
な
運
用
を
多
く
の

専
門
家
が
許
容
し
、
誤
っ
た
こ
れ
ら
の
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
が

専
門
家
の
自
己
否
定
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
思
っ
た

よ
う
に
検
査
数
が
伸
び
て
こ
な
い
こ
と
、
第
三
章
で
は
、
専
門
会

会
議
の
改
変
か
ら
垣
間
見
え
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19対
策
に
関
す
る

政
策
決
定
へ
の
専
門
家
の
関
与
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
概
観
し
て

き
た
。
日
本
の
現
在
の
政
策
決
定
、
選
択
の
状
態
は
、
ミ
ゼ
ラ
ブ

ル
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
だ
と
考
え
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
指

摘
す
る
と
こ
ろ
の
「
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ジ
ア
ミ
ラ
ク
ル （

�）」

に
守
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
の
被
害
で
済
ん
で
い
る
こ
と
自
体
が
、

あ
る
種
の
ミ
ラ
ク
ル
で
あ
る
。
現
在
、
第
二
波
が
襲
来
し
て
い
る

が
、
第
一
波
の
時
の
ラ
ッ
キ
ー
が
二
回
目
も
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19に
対
し
て
も
、
治
療
薬
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
、

こ
れ
ま
で
の
各
国
の
政
策
判
断
の
評
価
な
ど
様
々
な
知
見
が
集
積

し
つ
つ
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
固
執
せ
ず
、
必
要

な
時
は
政
策
を
大
胆
に
見
直
し
、
そ
の
代
わ
り
、
国
民
に
対
し
て
、

丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る
努
力
を
、
政
府
と
専
門
家
が
手
を

携
え
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
被
害
を
最

小
限
化
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
注

（

1）島
田
眞
路
・
荒
神
裕
之
「
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
件
数
は
途
上
国

レ
ベ
ル
」、「
山
梨
大
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

�19）
と
の
闘
い
（
第
三

報
）
」
、

m
3.co

m

�二
〇
二

〇
年

四
月
一

五

日
。

�http
s:/

/
w
w
w
.y
a
m
a
n
a
sh

i.a
c.jp

/
a
b
o
u
t/
20772

〉
（
二

〇
二

〇

年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

2）島
田
眞
路
・
荒
神
裕
之
「
コ
ロ
ナ
見
過
し
患
者
は
数
万
人
規
模

�以

上
」
、
「
山
梨
大
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

�19）
と
の
闘
い
（
第
四
報
）」、

m
3.co

m

�二
〇
二
〇
年
四
月
一
八
日
。
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�http
s:/
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w
w
w
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年
八

月
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ア
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（

3）島
田
眞
路
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荒
神
裕
之
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
強
化
に
今
こ
そ
大
学
が
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！
」、「
山
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大
学
に
お
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る
新
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コ
ロ
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症
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（

4）C
O
V
ID

�19
D
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sh
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S
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ア
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（

6）厚
生
労
働
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「
国
内
の
発
生
状
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。

�http
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新
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コ
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力
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S
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（

12）Ｂ
Ｂ
Ｃ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
チ
ー
ム

「

�

図
表
で
見
る

�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
広
が
り
と
対
応
」、

B
B
C

N
E
W

S
|JA

P
A
N
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.

b
b
c.co
m
/
ja
p
a
n
ese/
fea
tu
res-a

n
d
-a
n
a
ly
sis-51992741

�（
二
〇
二
〇

年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

13）「
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
を
国
連
に
正
式
通
告
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
」
、

B
B
C

N
E
W

S
|
JA

P
A
N
、
二
〇
二
〇
年
七
月
八
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
m
/
ja
p
a
n
ese/

53330702

�（
二
〇
二
〇
年
八
月

五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

14）T
h
e
W
h
ite
H
o
u
se,
・C
D
C
.
G
U
ID
E
L
IN
E
O
P
E
N
IN
G
U
P

A
M
E
R
IC
A
A
G
A
IN
.・

�http
s:/
/
w
w
w
.w
h
iteh
o
u
se.g
o
v
/
w
p
-co
n
t

en
t/
u
p
lo
a
d
s/
2020/

04
/
G
u
id
elin
es-fo

r-O
p
en
in
g
-U
p
-A
m
erica

-A
g

a
in
.p
d
f

�

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

15）「
米
感
染
研
究
所
長
、
早
期
の
経
済
再
開
に
警
告
『
苦
し
み
や
死
』

を
招
く
」
、

B
B
C

N
E
W

S
|
JA

P
A
N
、
二
〇
二
〇
年
五
月
一
四
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
m
/
ja
p
a
n
ese/

52643773

�（
二
〇
二
〇
年
八
月

五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（
16）在

日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
。

�http
s:/
/
jp
.a
m
b
a
fra
n
ce.o
rg
/
-Ja
p
o
n
a
is

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日

最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

17）「
カ
ナ
ダ
・
ト
ル
ド
ー
首
相
の
妻
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性
」、

日本のコロナ対応の世界での実力35



B
B
C

N
E
W

S
|
Ja
p
a
n
,
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.

b
b
c.co
m
/
ja
p
a
n
ese/

51867840

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ

ス
）（

18）G
o
v
ern
m
en
t
o
f
C
a
n
a
d
a
,
・C
o
ro
n
a
v
iru
s
d
isea
se（
C
O
V

ID

�19）:
O
u
tb
rea
k
u
p
d
a
te.・

�http
s:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
m
/
ja
p
a
n
ese/

51867840

�（二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

19）在
ト
ロ
ン
ト
日
本
総
領
事
館
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19）
関
連
情
報
」
。

�http
s:/
/
w
w
w
.to
ro
n
to
.ca
.em
b
-ja
p
a
n
.

g
o
.jp
/
itp
r_
ja
/
11_

000001_
00012.h

tm
l

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最

終
ア
ク
セ
ス
）

（

20）「

�コ
ロ
ナ
優
等
生

�ド
イ
ツ
の
現
実
」
、
『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
二
〇
二

〇
年
四
月
三
〇
日
号
。

�http
s:/
/
b
u
sin
ess.n

ik
k
ei.
co
m
/
a
tcl/
N
B
D
/

19/
w
o
rld
/
00213/

�（二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

21）山
中
伸
弥
「
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
を
探
せ
！
」、「
山
中
伸
弥
に
よ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
情
報
発
信
」
。

�http
s:/
/
w
w
w
.co
v
id
19-
y
a
m
a
n
a
k
a
.

co
m
/
co
n
t11/
m
a
in
.h
tm
l

�（二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

22）山
中
伸
弥
「
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
」、「
山
中
伸

弥
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
情
報
発
信
」
。

�http
s:/
/
w
w
w
.co
v
id

19-y
a
m
a
n
a
k
a
.co
m
/
co
n
t11/
m
a
in
.h
tm
l

�（二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
）

（

23）島
田
眞
路
・
荒
神
裕
之
「
日
本
の
死
者
数
は
ミ
ラ
ク
ル
か
？
」、「
山

梨
大
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19）
と

の
闘
い
（
第
六
報
）」、

m
3.co
m

�二
〇
二
〇
年
五
月
二
〇
日
。

�http
s:/
/

w
w
w
.y
a
m
a
n
a
sh
i.a
c.jp
/
a
b
o
u
t/
20772

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最

終
ア
ク
セ
ス
）

（

24）T
a
K
a
R
a
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
実
験
の
手
引
き
」
。

�http
s:/
/
w
w
w
.ta
k
a
ra
-

b
io
.co
.jp
/
k
en
sa
/
p
d
fs/
b
o
o
k
_
1.p
d
f

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終

ア
ク
セ
ス
）

（

25）一
般
社
団
法
人
日
本
疫
学
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
。

�http
s:/
/
jea
w
eb
.jp
/
co
v
id
/
q
a
/
in
d
ex
.h
tm
l

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五

日
）（

26）・O
u
r
W
o
rld
in
D
a
ta
,・
U
n
iv
ersity

o
f
O
x
fo
rd
.

�http
s:/
/

o
u
rw
o
rld
in
d
a
ta
.o
rg
/
co
ro
n
a
v
iru
s#
testin

g
-fo
r-co
v
id
-19

�（
二
〇

二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

27）「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
一
日
二
万
件
に

首
相
が
表
明
」
、
「
日
経
電
子
版
」

二
〇
二
〇
年
四
月
六
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.n
ik
k
ei.co

m
/
a
rticle/

D
G
X

M
Z
O
57727640W

0A
400C

2M
M
8000/

�(二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終

ア
ク
セ
ス
）

（

28）湯
﨑
英
彦
、
大
井
川
和
彦
ほ
か
知
事
有
志
会
見
リ
ポ
ー
ト
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」（

22）
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
二
〇
二
〇
年
五
月
二
一
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.jn
p
c.o
r.jp
/
a
rch
iv
e/
co
n
feren

ces/
35660/

rep
o
rt

�

（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

29）「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
」
、
首
相
官
邸
二
〇
二
〇
年
二
月
一
四
日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.k
a
n
tei.

g
o
.jp
/
jp
/
sin
g
i/
n
o
v
el_
co
ro
n
a
v
iru
s/
th
_
siry
o
u
/
sen
m
o
n
k
a
_
k
o
n

k
y
o
.p
d
f

�（二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（

30）A
E
R
A
d
o
t、
「
『
我
々
は
使
い
捨
て
』
専
門
家
会
議
の
突
然
の
『
廃

止
』
に
メ
ン
バ
ー
が
本
音
を
…
。
」
、
「
Y
a
h
o
o
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
二
〇
年
七

月
九
日
。

�http
s:/
/
n
ew
s.y
a
h
o
o
.co
.jp
/
a
rticles/

397b
e3b

7d
093e2d

6ef64e34ec4b
4d
cf4c47c485f?p

a
g
e=

2

�(二
〇
二
〇
年
五
月
八
日
最
終

ア
ク
セ
ス
)

（

31）週
刊
朝
日
「
コ
ロ
ナ
専
門
家
会
議
を
廃
止
『
日
本
モ
デ
ル
』
敗
北
の

責
任
者
」
、
A
E
R
A
d
o
t.
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
。

�http
s:/
/
d
o
t.a
sa
h
i.

co
m
/
w
a
/
2020063000029.h

tm
l?p
a
g
e=

1

�（
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
最

終
ア
ク
セ
ス
）
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